







1.  はじめに 
リニアテクノロジー社（以下 LTC 社と表記）が提供する無償の電子回路シミュレータ LTspiceⅣ
（エルティースパイス 4，以下 LTspice と表記）を活用して，電子回路設計・検証の時間短縮と完
成度向上に役立てることを目的とする． 





2.  注意事項 
2-1. インストールフォルダの変更 
インストール時，初期状態では図１のように  "C : 














不要な場合は Tools → Control Panel → Operation
タブ → Automatically delete .*** files を ”Yes” ま
たは “Ask” とし生成ファイルを自動／選択消去する． 
 
3. 解析用回路の作成方法 
簡単な回路であれば ”New Schematic” を選択し，何もない状態から書き始めても良いが，
最初に核となるデバイスを決め，予め用意されているサンプル回路図を基に，仕様を修正して
いく方法が効率的で良い．回路図の入力操作は PCB CAD : EAGLE よりも扱いやすいと感じた． 
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図 4．パワーMOSFET(R6010ANX)の I-V 特性解析結果 











.ac 交流掃引により，回路の周波数応答を解析する．（周波数上限は 100MHz） 















図 3 は ROHM 製パワーMOSFET R6010ANX の
SPICE モデル（サブサーキット形式）を取り込んだ例
である．回路図中にコマンド「.include <ファイル名>」
を書き，部品名の Prefix を「X」とし，Value を.SUBCKT 横の部品名と一致させる．また，.include
でファイルをフルパス指定しない場合は，SPICE モデルのファイルは回路図と同じフォルダに置く． 
 
6. LTspice を用いた解析例 
6-1. パワーMOSFET の I-V 特性評価（データシートとの比較） 
.dc 解析により，ROHM 製パワーMOSFET R6010ANX の I-V 特性（静特性）を解析した．
図 4 は LTspice の解析結果，図 5 はデータシートに記載されている静特性である．飽和後のド









図 6．抵抗器誤差を 10%とした場合のモンテカルロ解析結果 
図 7．スイッチング電源回路の効率解析 






































































3 月 7 日時点で東芝製ダイオードが 525 円～，東芝製 MOSFET は 2,100 円～，である． 
 





い．.ac 解析では 100MHz まで設定可能だが，実用的な範囲は直流～10MHz 程であろう． 
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